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文化遺産のデジタルアーカイブは、保存、教育、振興といった面で有用な技術分野である。本講

演では、我々のグループで行っている有形・無形文化財のデジタル化技術について概説する。まず、

「大仏」や「能面」といった有形文化財の形状をどのようにモデル化するか、色や艶といった見え

をどのように再現するか、得られた文化財のデジタルモデルをどのように違和感なく背景にうめこ

むかなどの「静」的解析について考える。次に、「日本舞踊」などの無形文化財などの動きを観察

し、それのＣＧやロボットによる再現といった「動」的解析についても説明する。最後にこれらの

要素技術を利用して生成された「World Buddha Library」などのデジタルコンテンツも紹介す

る。 
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コンピュータビジョン、特に明るさ解析、物体認識、ロボットの目、ITS セ

ンシングの研究に従事。 
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